
Ⅱ 事例研究 

２ 青少年の参画を目指す活動事例 

Ｏｌｄ Ａｎｄ Ｎｅｗ Ｐｌａｎｎｅｒ 今と昔をつむぐ家   

～宇都宮まちづくり交流センター イエローフィッシュ～ 

 宇都宮市内の大学・学生と連携しながら、学生のパワーをまちづくりに生か

し、宇都宮市を活性化しようと様々な活動を展開 

関わっている人＜幼児、小学生、大学生、成人＞ 

☆活動名  学生パワーで宇都宮市を元気に！ 

 

 

【活動の趣旨】 学生が宇都宮市の文化・伝承を生かしたまちづくりを展開している。また、ボランティア活動な

ど、学生が「やりたいこと」を主体的に企画し、活動している。 

【対象】 宇都宮市内の大学生等 

【始めるきっかけ】  宇都宮市の中心市街地の活性化を図るため、若者のエネルギーや斬新な発想をまちづくりに生

かすことができるように、宇都宮まちづくり交流センター「イエローフィッシュ」を拠点として

活動が始まった。 

【広報のしかた】  広報紙「黄ぶな通信」の定期的な発行や、学生自らが作成

したホームページによりイベント情報 ・活動報告等を広報

している。 

【活動内容】 ①市民との意見交換会 

 学生の活動を理解してもらうため、宇都宮中心市街地の店主・一般市民の方々を交えて意見交

換会を行い、中心商店街をいかに若者のニーズを取り入れた場所にできるかなどを議論した。 

  ②地域イベントへの参加 

 地域で行われるまちづくりのイベントに積極的に参加して

いる。写真は平成１６年度に行われた中心市街地の公園活性

化を探るイベント「ライブｉｎ向明公園」の様子である。こ

の他にもボランティアとして活動を行い、地域住民と学生の

ネットワークづくりを目指している。 



  ③紙芝居プロジェクト 

 宇都宮市や栃木県内の歴史や文化・伝承などを、オリジナル紙芝

居にして、子どもに地域の文化に親しんでもらおうと始めた。紙芝

居の出前公演も行っている。   

【成果と課題】  紙芝居プロジェクトは、様々なイベントをはじめ幼稚園や小学校からも引き合いがあるなど、

イエローフィッシュの事業として定着してきた。今後、紙芝居プロジェクト以外の活動について

も積極的に参加できるよう活動メンバーを確保していきたい。 

 

☆これから始める人へのメッセージ 

是非いっしょに活動してみませんか！ 
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